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第 63回 原子力損害賠償・廃炉等支援機構 廃炉等技術委員会 議事要旨 

 

日時：2025 年 6 月 19 日(木) 13:00～15:00 

場所：原子力損害賠償・廃炉等支援機構 会議室及びオンライン 

 

１．技術戦略プラン 2025 骨子案等について 

機構から、東京電力ホールディング㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2025の

骨子案等について説明を実施した。 

 

廃炉等技術委員等からの主な意見は以下のとおり。 

○使用済燃料プールからの燃料取り出しについて、特に 3 号機と 4 号機の水抜きを早く進めるべき。 

○廃炉作業リスク低減に向けた自主的取り組みにおける検査制度ついては、事業者が安全確保に第一 

義的責任を持つことと、リスクインフォームドの手法を取り入れることで、事業者の自由度が高くなる 

のではないか。 

○リスクレベルにおいては図の中にリスクレベルの変動を示すことが分かりやすいのではないか。 

○個人の被ばく管理を考えると廃炉作業の現場で働く人々がベテランになりにくい環境にあり、作業 

の定型化や単純化が必要である。長く働いてもらうという人の確保の部分も非常に重要である。 

○廃炉に関する誤解や風評の発生が福島の復興への妨げになることもあり、地元だけでなく全国での 

対話が重要である。 

 

２．廃炉への取組状況について 

東京電力から、汚染水発生量の抑制対策の現況、使用済み燃料プールからの燃料取り出しに向けた進捗

状況等、２号機燃料デブリの試験的取り出しの３点について説明があった。 

 

廃炉等技術委員等からの主な意見は以下のとおり。 

〇汚染水対策について、さらに先を見越した中長期的な地下水対策を考える上で、並行して進められる 

デブリ取り出し準備と連携して進めることも重要。 

〇採取したデブリの分析結果は、採取位置ごとに異なるなど、デブリ全体を代表するものではないとの 

難しさを有している。そのため、分析に際しては、多面的な評価を進めるとともに、何よりケースを稼い

でいくという形でデブリの全体像に迫っていくという形になるのではないか。 

 

以 上 


